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冬来たりなば春遠からじ 
 

校長  上倉 義郎 

 

表題の「冬来たりなば春遠からじ」とは、多くの人が耳にしたことがある言葉だと思い

ます。「厳しい冬の寒さがやって来たならば、次には暖かな春がそこまでやって来ている」

という意味から「今がどんなに辛くても（不遇であったとしても）、その先には明るい希望

が待っている」という例えで、受験の時期によく使われる言葉でもあります。何となく、

日本で古くから使われていることわざや慣用句のように感じられますが、イギリスの詩人

シェリー(1792～1822)の「西風に寄せる詩」の末句「If Winter comes,can Spring be far 

behind?」を、見事な和訳にしたものです。（私も改めて調べてみて思い出したぐらいです。

同時に「シェリー」と聞いて、日本の歌手の歌を思い出すのは、私と同世代以上かと。） 

冬は、寒さや雪の影響から、生活や交通に支障をきたし、地方によっては生死に関わる

状況もあることから、一筋縄ではいかない暮らしをされている方もいらっしゃると思いま

す。「きれいな雪だね」などとロマンチックなセリフを言っている場合ではなく、雪が降る

前から備えをしておくことが重要である地域もあるはずです。そして、寒さや雪とともに

日々の暮らしを営み、その暮らしに幸せを見出していく。決して、耐えるだけでも雪の季

節が過ぎるのをじっとやり過ごすだけでもないはずです。 

この「冬来たりなば春遠からじ」の「冬」が「辛いとき」「不遇なとき」の例であるとす

れば、寒さや風雪とともに暮らす地域の生活を参考にすればよいのではと思います。すな

わち「備えをしておくこと」「日々の暮らしの中に幸せを見出すこと」です。雪の季節にな

ってから雪の備えをしていては間に合いません。スタートの直前に自分の足に合うシュー

ズを買いに行く人はいません。試験の直前から勉強を始める人はいません。辛いとき、大

変なとき、「どうして自分だけが」と思うようなときは、そのことばかりに目が行きがちで

周りを見渡す余裕はないかもしれません。寒い中でも家族が集まって食べる食事は幸せで

はありませんか？苦しいレースや試合の最中に自分を応援してくれる人の姿が目に入ると

幸せではありませんか？勉強の合間に食べるおやつは幸せではありませんか？こじつけか

もしれませんが、考え方ひとつで変わってくることもあるかもしれませんね。冬は厳しい

もの、辛いもの、生命の活動が滞るものというイメージです。でも、冬は空が澄んでいて

星空がきれいです。寒い冬に咲く花もあります。冬だから楽しめる活動やスポーツもあり

ます。今、大変だ、辛いと思っている生徒にも「春」がやって来るように、手段を問わず

使えるものは何でも使ってサポートしていきたいと思います。 

２月２６日（木）、２７（金）は埼玉県公立高校入試があります。受験生は普段の学校生

活とは違う時間に受験先まで慣れない行き帰りをします。自分の人生を決める大事な日で

す。緊張も強いと思います。地域の皆さまにおかれましては、本校の生徒に限らず、未来

ある若者たちに温かい御配慮を賜りますようお願い申し上げます。 
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